

















































































































































































































































































































































































































































































6巻1．号 大江・他 ・亡・臓｝『｛｛動｛生とCbolinestevase　II工 33
　　心融自働性を，渡・辺書夢のいう一定：剛嗣・1の書1顧撒で表現
され・るものとすれば，われわれap　ChE分布上力・らいって
ほぼこれと一致し，ChEは心・臓ド1働性と関連を有すること
が考えられる。
　PaesL’）は，　nodal　tissueの特殊の物質Cある“垂窒?ｒｈｙ－
thmina”という物質にAchとadrenalineが作用して律動
を起す‘‘rhythmina”にすることを述べて，　Achが白働性
に重要な役．割を演じていることを報じており，Burn3）は
Achが組織の活性度を調節する物質，即．ちlocal　hormone
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じとしての作用があることを・蓮べ，Hollandt3）は，海獲ク）心
耳についての実瞼で，Ach作用は膜の透過性に関連を有す
ると報．じている。
　以上諸家の成績及び正常のrhythmにおいて少なくとも
特殊筋系，心房がpace　makerとして心室に先行すること，
さちにまたそオしらの部位にChEの多いことは，一部の例
夕トがあるにしても，自働性と関連あることを考えさせる。
結 論
　　上蓮の成績より次．の結果を．得た．。
　　1）　心1藏諸部位にお・けるChE活性度は：，左心
耳及び房隔壁が最も高く，特殊筋系及び右心耳開
には殆ど差は無い．が，前二二者より低い。心室に：お
いては乳頭筋が最も高く，心室筋層’．及び心窒外暦
冊，及び左右の聞には殆ど諮は無いが乳頭筋より
は低．い。しかして心房及び特殊筋系の活性度は，
心室のそれより約3～4倍高い。
　　2）心臓のChEは自働性と関聯あるもののよ
うである。　　　　　　　　　　　　　　　　、
（昭和29．3．玉8受付）
Summary
　　　The　cho）ineSterase　activity．　was　determined　in　all　parts　of　dog　heart　by　AmmQn’s　・and
Hesterin－Miyazaki’s　methods．
　　　The　results　were　as　follows　：
　　　　1）　lt　was　found　that　the　left　auricular　muscle　and　interauricular　septum　had　the
highest　enzymatic　activitie’s，　and　that　the　conducting　system　and　right　auricular　muscle
had　lower　activities，　though　no　difference　was　discernible　between　them．
　　　　2）　ln　the　ventricles，　the　papillary　muscles　showed　the　highest　activity．　Though
there　were　little　differences　in　either　side　between　the　muscle　layer　and　outer　1aiyer　of
ventricle，　these　had　lower　activities　than　the　papillary　muscle．
　　　　P，）’The　cholinesterase　activitiesi　of　the　auricle’and　conducting　system　were　found
to　be　’three　or　fou’r　times　higher　than　that　of　the　ventricle．
　　　　　　　　　　・　．　（Reeeived　Mar．　IS，　1954）
】．3）且olland，　Dunn＆Greig：Am．　J．　PhySio1．168，546（1952）．
